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取締役頭取

2018年度上半期の主な取組み

中期経営計画の最終年度にあたる2018年度におきま
しては、地域金融の円滑化および地域創生に向け、金融
仲介機能とコンサルティング機能の発揮に努め、お客さま
や地域社会との一層の関係強化を図っております。

地域創生への取組みといたしましては、地域創生および
地域経済の活性化を推進させることを目的として、2018
年５月に桑名市および株式会社中日新聞社と「クラウド
ファンディングによる地域活性化に関する連携協定」を
締結いたしました。また、同年６月には、大規模地震発生時
における地元企業の事業の継続、早期復旧など、震災への
リスク対策強化の支援を行うため、東海三県の金融機関
で初めて、大規模地震が発生した際に借入元本を免除
する特約を付与した「BCP支援融資（地震特約付）」に取り
組みました。今後も需要に応じて募集を行い、地元企業の
リスク対策強化に貢献してまいります。

商品・サービス面では、当行オリジナルのスマート
フォン決済アプリ「バーコードPay」において、2018年
４月からお支払いにご利用いただける自治体や税公金
種目を追加いたしました。

店舗につきましては、2018年８月に一宮支店を、10月

に守山支店を新築移転いたしました。
働き方改革への取組みといたしましては、2018年７月、

働き方の見直しにより創出された終業後の時間を有効に
活用して自己成長に取り組む従業員への補助金「ネクスト
フル」の支給を開始いたしました。また、同年８月には、
三重県と締結している「働き方改革に係る包括連携に
関する協定」にもとづき、仕事と家庭の両立支援を目的と
して「パパ料理教室」を三重県と共催いたしました。

そのほか、取締役会の活性化・意思決定の迅速化およ
び業務執行機能の充実を通じて、コーポレート・ガバナンス
の一層の強化を図ることを目的として、2018年６月に執
行役員制度を導入いたしました。

当行は、2018年11月に創立140周年を迎えることが
できました。これもひとえに株主の皆さまをはじめお客さ
まのあたたかいご支援、ご愛顧の賜物であると深く感謝し
ております。今後とも皆さまのご信頼にお応えし、地域社
会と当行の発展のため、全役職員が一丸となって努力して
まいりますので、一層のご支援、お引き立てを賜ります
ようお願い申しあげます。

　平素は、百五銀行をお引き立ていただき、誠にあ
りがとうございます。
　このたび、当行に対するご理解を一層深めていた
だくため、中間期ディスクロージャー誌「Hyakugo 
Report（情報編）2018」を作成いたしました。
　 当 行 で は、2016年4月 か ら 中 期 経 営 計 画

『「Next COMPASS 140」～今こそ、磐石。次の
未来のステージへ～』に取り組んでおり、地域の皆
さまとともに発展していくことをめざし、さまざまな
取組みを展開しております。
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頭取からのメッセージ

創立140周年記念事業

当行は、1878年に第百五国立銀行として創立して以来、2018年11月19日をもって、創立140周年を迎えるこ
とができました。永年にわたる皆さまのあたたかいご支援、ご愛顧に感謝の気持ちをこめて、創立140周年記念
事業を次のとおり、実施しました。

■   クラウドファンディングによる地域活性
化に関する連携協定の締結

5月14日、桑名市における地方創生を目的と
して、「クラウドファンディングによる地域活性化
に関する連携協定」を桑名市、株式会社中日新
聞社と締結しました。
クラウドファンディン
グを利用して、相互
がこれまで以上に連携
し、地域創生事業に
取り組んでいきます。

■ 第5回　森づくり活動
5月9日、三重県多気郡多
気町丹生の山林で当行役
員、新入行員による森づく
り活動を行いました。

■ お取引先懇話会の開催
８月から９月にかけ、三重県・愛知県の8か
所で「お取引先懇話会」を開催し、約870
名の方々にご参加いただきました。同懇話
会では、頭取による当行の歴史紹介やエコ
ノミストによ
る 講 演 会、
懇親会など
を開 催しま
した。

■ 「すばらしき “みえ”」特別号
10月15日、「三重と愛知をつな
ぐ、伊勢湾を行く」を特集した創
立140周年記念特別号を発行しま
した。

■ 創立140周年記念キャンペーン
11月1日 から1月15日 の 期 間、「 創 立
140周年記念キャ
ンペーン」を実施
し、沖縄旅行や人
気家電などがあた
る抽選券つき定期
預 金 など、3種 類
のキャンペーン定
期預金を販売して
います。

■ 記念配当
12月に中間配当と
して、１株4円00
銭の普通配当金に
加え0円50銭の記
念配当金をお支払
いします。

■   105デジタルフォーラムの開催
11月19日、地域のお客さま向けに「105
デジタルフォーラム」を開催しました。
同フォーラムでは、最先端企業による
デジタル技術の活用をはじめ、地元企業・
高等専門学校
の学生による
デジタルへの
取組みなどを
紹介しました。

140周年

5月

2018年 2019年

8月 9月 10月 11月 12月 1月

● 限られた時間で成果を出す
● 収益機会を徹底的に追求する
● 地域とともに成長する

■ 基本的な取組姿勢

■ 計数計画(2018年度)
● 総預金平残（譲渡性預金含む） 5兆1,900億円以上
● 総貸出金平残 3兆1,500億円以上
● 投資信託末残（百五銀行・百五証券の合計） 3,000億円以上
● 当期純利益 65億円以上
● ROE（株主資本ベース） 2.7%以上

３つの重点分野

● “ カエル・プロジェクト ” 始動
● 本部業務の再構築
● １店舗あたりの生産性向上
● 安心して働ける場所の提供

働き方改革

● 地域価値向上に向けた取組み
● コンサルティング機能の強化
● お客さま応対№１へ　　　　　　　　
● 企業価値向上のための
　 ガバナンス強化

地域を支えともに成長

● コア性の高い預金の獲得
● 貸出ポートフォリオの再構築
● 非金利収益を太い柱に
● 有価証券運用力の強化

トップライン改革

「Next COMPASS 140」
～今こそ、磐石。次の未来のステージへ～

中期経営計画
2016年４月～2019年３月

■ 中期経営計画の全体像
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